
ケ あおば福祉推進協議会（下野幌町内会・下野幌中央町内会）【厚別区】取組年度 Ｒ1
地理・地形 対象災害種 災害脆弱性 地区の範囲 協議主体 取組のテーマ 
河川流域 地震・水害 高齢化・河川 ２つの町内会 福祉推進協議会 福祉・避難場所 

（1）地区の概要   

高齢化が最も進展した地区のひとつであり、「高齢者見守り」を中心とした活動を

10年以上前から進めている。平成 23年３月の東日本大震災をきっかけ「防災・福

祉支えあい活動」に活動を強化した。 

（2）災害リスクと課題   

下野幌町内会と下野幌中央町内会の二つの町内会からなっている。この地域は縦

に長い地域であり、最寄りの指定緊急避難場所は地域内外で 5つある。令和２年４

月には、学校の統廃合により地域内の青葉小学校が指定緊急避難場所から外れ、避

難場所などについて再検討する必要がある。 

（3）取組の概要   

福祉活動などと合わせて、防災活動に取り組んでいく 

ワークショップの様子 

あおば福祉推進協議会の主体である下野幌町内会・下野幌中央町内会
の地域では、すでに取組を進めている防災の計画や安否確認方法などを
組み込んで地区防災計画の策定に取り組んで行く。 

特別養護老人ホーム「青葉のまち」で毎月

行っている活動「青葉のまちサロン」の実施

後にワークショップを行った。平成 26年 9月

の大雨時に対応できなかった地域の現状、地

域内でも被害の有無、避難場所が異なること

を確認した。

防災訓練
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（4）取組プロセス   

（5）会長からのコメント   

（6）有識者からのアドバイス・助言など   

・福祉のまちづくりからスタートしているので、防災だけに特化していないところ

は非常に良い。 

・声をかけあえる組織がすでにあるのは素晴らしい。 

・防災の取組を日常の延長として取組むことが良い。 

・今までの見守り活動で積み上げてきた取組を、上手に計画に取り入れていけると

素晴らしいものになる。 

日時 回数等 講師等 内容 
Ｒ1.10 説明会 危機管理対策室 演題：わかりやすい地区防災計画 

Ｒ1.11 Ｒ1 第１回ＷＳ 危機管理対策室 
演題：地区防災計画をつくろう 
ＷＳ：どんな災害が起きるか、災害後の地域は？

など 

Ｒ1.11 地区防災計画の検討 危機管理対策室 議題：今後の地区防災計画の進め方などについて 

Ｒ1.12 地区防災計画の検討 危機管理対策室 議題：地区防災計画の内容 

Ｒ2.1 説明会 (下野幌中央町内会) 危機管理対策室 演題：15 分でわかる地区防災計画 

今年度からモデル地区の指定を受け、地区防災
計画の作成に取り組むことにより、防災のコミュ
ニケーションも増え、より顔の見える関係を築け
た。 
地域で行っている高齢者見守り活動を防災活動
にも活かしていけるように検討を重ねていきた
い。 松山 瑞穂 会長 
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（三重大 川口准教授）

（三重大 川口准教授）


